
登録コード 開講年度

担当教員 副担当

授業科目

英文授業名

授業タイトル

単位数 対象学生 講義期間 曜日・時限

講義室 遠隔授業科目 読替科目

信大コンピテンシー

L2731000 2026

中澤　光平 　

日本語学基幹演習Ⅵ

Linguistics of Japanese: Basic Seminar Ⅵ

日本語と方言研究（３）

2 前期 金曜･３時限

人文第５講義室 読替科目は履修案内を確認すること

非該当

授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
２０２２Ｌカリ, ２０２１Ｌカリ, ２０２０Ｌカリ

【2022年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】情報を適切に集約・分析・表現で 文献を読み、その内容について、その他の日本語学の資料など
きる高度なメディアリテラシー を利用して、理解する能力が身につく。

⇔

【2022年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】他者の考えを明晰に理解し、自己 発表者と参加者が協力して議論を展開し理解を深めあうことが
の主張を的確に表現できる高度なコミュニケーションリテラシ できるようになる。
ー

⇔

２０２６Lカリ, ２０２５Ｌカリ, ２０２４Lカリ, ２０２３Ｌカリ

【2023年度以降ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】人文学部人文学科の学士（文学） 日本語諸方言を対象とした先行研究を学び、日本語学、言語学
の称号にふさわしい基礎学力と専門的学力が身についている。 の方法論を身につけるとともに、先行研究を理解したうえで批
【思索力・受容力・批判力】 判的に検討し、自らの主張が的確に表現できるようになる。

⇔

【2023年度以降ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】必要な情報を的確に収集し、理解 日本語諸方言についての文献を読み、その内容について、他の
し、発信する力が身についている。【メディアリテラシー・コ 資料などを利用して、理解する能力が身についている。また、
ミュニケーションリテラシー・外国語能力】 発表者と参加者が協力して議論を展開し理解を深めあうことが

できるようになる。

⇔

授業で学べる「テーマ」 芸術文化、多文化協働

全学横断特別教育プログラム

授業の概要 日本語諸方言を研究する方法について、論文講読を通じて学ぶ。授業担当教員がテーマを設定し、テーマ
ごとに講読する文献を指定する。指定された文献をもとに、受講生にプレゼンを行ってもらう。この活動
を通じて、方言研究のための基礎知識を身につけ、方言研究を含む日本語研究について構想ができるよう
になることを目指す。
発表者は担当の日までにレジュメを用意すること。最初は授業担当教員がレクチャーを行う。発表をもと
に最終レポートを作成し提出する。
講読する論文は各年度で違うため、同じテーマであっても授業展開は異なる。

授業計画 第１回　方言研究の方法
第２回　方言と音声・音韻
第３回　方言と文法
第４回　方言と語彙
第５回　方言と意味
第６回　方言と世代差
第７回　方言と歴史
第８回　方言と社会
第９回　方言と教育
第10回　東日本方言
第11回　西日本方言
第12回　九州方言
第13回　琉球諸語
第14回　方言はなぜ生じるか
第15回　方言調査法、授業アンケート

成績評価の方法 発表・議論への参加（50％）と期末レポート（50％）による。
演習のため、欠席が５回以上になる場合は議論への参加が不十分と判断し単位を認定しない。ただし、や
むを得ない事情による欠席の場合は考慮することがあるので、必ず事前に連絡すること。また、無断欠席
が２回以上あると単位を認定しない。
出席していても発言がない場合は議論に参加していると評価しない。

成績評価の基準 日本語（方言学）の重要事項を最低限理解し表現できる水準への評価は「可（その水準にある）」
日本語（方言学）の重要事項を正確に理解し表現できる水準への評価は「良（やや上にある）」
日本語（方言学）の全体を理解し表現できる水準への評価は「優（かなり上にある）」
日本語（方言学）の全体を理解したうえで自主的な学習の成果が認められる水準への評価は「秀（卓越し
ている）」
上記に至らないものは「不可」

事前事後学習の内容 発表前はレジュメ作成のため、課題の文献を読み込むだけでなく参考書なども調べて準備する。発表後は
発表時の議論内容を復習して、期末レポートの提出に備える。
発表担当回以外は、事前に文献を読んで質問を考えるなど議論参加のための準備をしておく。

履修上の注意 演習であるから遅刻や無断欠席は特に厳禁である。やむを得ず欠席する場合は事前に必ず連絡すること。
やむを得ない事情で事前連絡が困難だった場合（要証明）を除き、授業開始後に連絡しても無断欠席とし



履修上の注意 て扱う。
日本語学研究室所属（予定）の学生は、本演習とあわせて後期の「日本語学発展演習Ⅵ」を履修すること。
方言研究に関心があるのであれば、他コースの学生であっても履修を認める。

質問、相談への対応 随時受け付けるが、口頭もしくはメールでアポイントメントを取ること。
メールアドレスはkohein@shinshu-u.ac.jp

教科書 講読する文献は授業の初回でアナウンスし、コピーを配布するかeALPSにアップロードする。

参考書 井上史雄ほか（編著）（2016）『はじめて学ぶ方言学　ことばの多様性をとらえる28章』ミネルヴァ書房
木部暢子ほか（編著）（2013）『方言学入門』三省堂
小林隆・篠崎晃一（編）（2007）『ガイドブック方言調査』ひつじ書房


